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インダストリー４．０という新たな現実は、IT 管理と機械⽣産における新しい⽣産性と効
率性、品質基準における企業の⽣産と経営環境を実現できるものである。 
 
これらは、⽣産がアナログと⼿⼯業から、⾃動化への転換することであり、これら現実は新
しい⽣産性における企業構築へと転換するものである。 
 
またコンピュータにおける企業管理とコントロール⽣産管理は、企業経営が新たなシステ
ム化へ転換できることを意味するものである。 
 
これら⾼い⽣産性と効率性は、企業の新しい利益基準への転換を実現できるものである。 
 
これらは新たな品質管理と基準における⽣産ガンバの構築を提案するものであり、既存環
境からの転換は⼤幅な変化と新しい現実という企業の現実を有するものである。 
 
これらは流通や⼩売におけるビックデータにおける製品管理や部品管理を提案するもので
あり、これらは企業が IT における総括とコントロールを構築することなのである。 
 
これら新しい企業の現実は、テスラなどにおける新しい⽣産と企業経営環境であり、これら
は⽣産業において不可避の現実であることは正しいのである。 
 
これら新しい企業経営基準と現実は素⼿の存在するものであり、これらの有する新しい⽣
産性と効率性という基準は企業の利益の健全性を実現できるものなのである。 
 
これら現実が創造性や独創性を得ることは、グローバル市場における企業の参加や構築を
実現できるものなのである。 
 
これらは企業と経済という⾃⼰定義が新しい判断を得ることであり、これら企業の⾃⼰プ
レゼンスや、独⽴性は企業の創造性や⽬的という新しい現実を有するのである。 
 
これらは時代性における新しい現実であり、企業においては不可避の現実なのである。 


